
俳
句
同
好
会 

 
 
 
 
 
 

世
話
人 

石
崎
陵
南 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
五
十
五
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
六
名
で
吟
行
、
句
座
を
月
一
回
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
回
数
も
経
て
高
齢
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

俳
句
を
や
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
ぼ
け
も
せ
ず
楽
し
く
や

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                 

          

第
百
四
十
九
回 

平
成
十
九
年
一
月
三
十
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
冬
の
空
』『
枯
木
立
』『
粕
汁
』『
賀
状
』『
初
湯
』 

 
 
 

『
千
両
』『
若
菜
』
と
当
季
雑
詠 

 
 
 

吟
行
は
取
り
止
め
新
年
句
座
と
し
ま
し
た 

句
座 

御
猟
鍋
の
「
北
斎
」（
東
山
区
ぎ
お
ん
縄
手
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

あ
た
た
か
き 

手
づ
く
り
賀
状
に 

浮
ぶ
顔 

 

三
木 

初
夢
に
と 

千
両
生
け
し 

枕
元 

 
 
 
 
 

宮
本 

初
弘
法 

紅
毛
カ
ッ
プ
ル 

買
う
古
着 

 
 
 

陵
南 

柿
す
だ
れ 

夕
日
を
あ
び
て 

鎭し
ず

も
れ
る 

 
 

林 

垪
越
し
に 

は
し
や
ぐ
年
増
の 

初
湯
連
れ 

 

三
木 

薄
日
さ
す 

し
じ
ま
に
咲
け
る 
薮
椿 

 
 
 

林 

近
頃
は 

は
ら
い
の
け
度
し 

来
る
年
を 

 
 

宮
本 

グ
ラ
タ
ン
の 

牡
蠣

か

き

ふ
つ
ふ
つ
と 

呟
つ
ぶ
や

け
り 

 

紫
杏 

七
草
の 

揃
い
し
粥
に 

無
き
話
題 

 
 
 
 

三
木 

 

第
百
五
十
回 

平
成
十
九
年
三
月
二
十
九
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
如
月
』『
春
の
川
』『
雛
』『
燕
』『
木
の
芽
』 

 
 
 

『
目
刺
し
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

松
ヶ
崎
大
黒
天
涌
泉
寺
（
都
七
福
神
の
一
つ
） 

句
座 

「
サ
ン
マ
ル
ク
」
北
山
店 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

一
人
居
に 

雛
を
飾
り
て 

酒
と
す
る 

 
 
 

林 

ひ
ね
も
す
の 

雨
に

燕
つ
ば
く
ろ 

ひ
と
休
み 

 
 
 

陵
南 

口
ず
さ
み 

つ
ゝ
散
歩
す
る 

早
春
賦 

 
 
 

陵
南 

控
目
に 

そ
っ
と
咲
き
い
る 

梅
三
輪 

 
 
 

宮
本 

よ
き
こ
と
を 

寿
く
如
き 

雪
柳 

 
 
 
 
 

林 

暖
冬
で 

早
や
夏
衣
料 

店
頭
に 

 
 
 
 
 

宮
本 

力
士
乗
り 

来
し
地
下
鉄
や 

春
の
場
所 

 
 

下
里 

割
れ
し
尾
の 

黒
衣

く

ろ

こ

の
珍
客 

初
燕 

 
 
 
 

三
木 

木
の
芽
あ
え 

芽
を
摘
む
指
先 

山
椒
の
香 

 

宮
本 

朝
飯
に 

目
刺
の
わ
か
干
し 

あ
ぶ
り
け
り 

 

下
里 

目
刺
焼
く 

故
郷
を
出い

で

て 

六
十
年 

 
 
 
 

三
木 

塀
の
上
を 

通
る
恋
猫 

二
対
一 

 
 
 
 
 

紫
杏 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

訪
ね
来
し 

大
黒
境
内 

花
は
二
分 

 
 
 
 

三
木 

 



 

第
百
五
十
一
回 

平
成
十
九
年
五
月
八
日
（
火
） 

 
兼
題 
『
日
永

ひ

な

が

』『
草
餅
』『
子
猫
』『
端
午
』『
牡
丹
』 

 
 
 

『
新
茶
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
大
石
神
社
」「
岩
屋
寺
」
大
石
内
蔵
助
関
係 

句
座 

山
科
の
「
魚
善
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

春
灯

と
も
し 

辞
書
を
ひ
く
手
に 

天
眼
鏡 

 
 
 

 

陵
南 

飲
み
な
れ
し 

ペ
ッ
ト
茶
止や

め
て 

新
茶
と
す 

下
里 

草
餅
を 

ほ
う
ば
り
過
ぎ
て 

口
ご
も
る 

 
 

宮
本 

デ
パ
地
下
の 

新
茶
の
声
に 

味
見
せ
り 

 
 

宮
本 

閉
じ
こ
め
し 

子
猫
顔
出
す 

破や
れ

障
子 

 
 
 

三
木 

次
々
と 

昔
話
の 

日
永
か
な 

 
 
 
 
 
 

下
里 

             

             

第
百
五
十
二
回 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
六
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
夏
木
立
』『
風
薫
る
』『
夏
服
』『
父
の
日
』『
苺
』 

 
 
 

と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
本
能
寺
」
織
田
信
長
公
で
有
名 

句
座 

「
京
新
山
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

母
の
日
に 
父
の
も
あ
わ
せ 

贈
ら
れ
し 

 
 

陵
南 

夏
服
に 

着
替
え
て
気
付
く 

た
た
み
じ
わ 

 

宮
本 

薫
風

く
ん
ぷ
う

を 

仏
間
に
入
れ
て 
僧
を
待
つ 

 
 
 

陵
南 

夏
木
立 

屋
根
を
浮
べ
る 
六
丁
目 

 
 
 
 

下
里 

梅
雨
な
が
し 

日
々
楽
し 

こ
れ
余
生 

 
 
 

紫
杏 

畦
道
に 

紅べ
に

散
り
ば
め
て 

草
苺 

 
 
 
 
 

三
木 

青
芝
を 

一
筋
土
竜

も

ぐ

ら 

持
ち
上
げ
し 

 
 
 
 

紫
杏 

 

第
百
五
十
三
回 

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
星
月
夜
』『
川
床

ゆ

か

』『
夏
菊
』『
枝
豆
』『
墓
参
り
』 

 
 
 

『
白
粉
花
』
季
語
を
入
れ
て
『
電
車
』『
靴
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

 
 
 

吟
行
は
取
り
止
め
句
座
の
み
と
し
ま
し
た 

句
座 

「
か
に
家
」
東
山
通
四
条
下
ル 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

き
ゝ
す
ぎ
に 

移
り
し
車
両
は 

弱
冷
車 

 
 

宮
本 

蝉
し
ぐ
れ 

法
師
蝉
の
音ね 

ま
じ
り
お
り 

 
 

下
里 

盆
な
れ
ば 

墓
参
一
列 

続
き
け
り 

 
 
 
 

三
木 

大

雷
い
か
づ
ち 

音
の
み
残
し 

通
り
す
ぎ 

 
 
 
 

下
里 

そ
れ
な
り
の 

息
災
報
じ 

墓
参
か
な 

 
 
 

三
木 

野
仏
の 

夏
菊
一
輪 

人
気
な
し 

 
 
 
 
 

三
木 

炎
昼
に 

鉄
路
の
草
は 

し
お
れ
け
り 

 
 
 

下
里 

水
蓮
の 

花
咲
く
堀
の 

水
面
か
な 

 
 
 
 

陵
南 

低
き
声 

だ
ぶ
だ
ぶ
顎あ

ご

の 

蟇ひ
き

蛙
が
え
る 

 
 
 
 

 

紫
杏 

大
師
堂 

甍
い
ら
か

大
棟 

夏
日
射ざ

し 
 
 
 
 
 
 

 

紫
杏 

      



 

第
百
五
十
四
回 

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日
（
火
） 

 
兼
題 
『
露
』『
芋
』『
秋
風
』『
鮭
』『
長
月
』『
運
動
会
』 

 
 
 

と
当
季
雑
詠 

吟
行 

千
本
え
ん
ま
堂
（
千
本
鞍
馬
口
） 

句
座 

「
萬
重
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

コ
ス
モ
ス
を 

割
る
一
筋
の 
道
歩
む 

 
 
 

紫
杏 

初
堀
の 

土
の
温ぬ

く

み
や 

芋
畑 

 
 
 
 
 
 

三
木 

長
月
の 

海
神
ま
つ
り 

遠
太
鼓 

 
 
 
 
 

下
里 

鈴
虫
に 

目
や
り
耳
や
り 

声
を
聞
く 

 
 
 

宮
本 

露
け
し
や 

庭
よ
り
摘
み
し 

今
朝
の
供
花

く

げ 
 

陵
南 

運
動
会 

追
う
目
の
先
は 

孫
ば
か
り 

 
 
 

宮
本 

芋
の
葉
の 

こ
ぼ
れ
そ
う
な
る 

露
の
玉 
 
 

陵
南 

縺も
つ

れ
立
ち 

風
に
別
れ
し 

秋
の
蝶 
 
 
 
 

三
木 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

秋
空
に 

供
養
塔
か
こ
む 

藤ふ
じ

袴
ば
か
ま 

 
 
 
 

 

陵
南 

秋
風
や 

ビ
ル
の
谷
間
の 

大
観
音 

 
 
 
 

下
里 

     

 

第
百
五
十
五
回 

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日
（
水
） 

 

兼
題 

『
初
冬
』『
神
の
留
守
』『
落
葉
』『
短
日
』 

 
 
 

『
冬
の
空
』『
雑
炊
』『
鱈
』『
障
子
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

赤
山
禅
院 

左
京
区
修
学
院
赤
山
町 

 
 
 

都
七
福
神
の
福
禄
寿
で
有
名 

句
座 

「
京
新
山
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

何
祈
る 

神
は
出
雲
へ 

旅
道
中 

 
 
 
 
 

三
木 

マ
フ
ラ
ー
の 

似
合
う 

バ
イ
ク
の
僧
走
る 

 

紫
杏 

両
側
に 

落
葉
散
り
敷
く 

野
道
か
な 

 
 
 

陵
南 

棒
鱈
は 

た
て
に
置
か
れ
し 

鮮
魚
店 

 
 
 

陵
南 

猫
出
入
り 

す
き
ま
風
来
て 

貼
る
障
子 

 
 

宮
本 

あ
る
が
ま
ま 

頭
寒
足
熱 

床
暖
房 

 
 
 
 

陵
南 

年
重
ね 
便
座
の
ぬ
く
も
り 

有
難
や 

 
 
 

林 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

冬
天
へ 

頭
す
く
め
し 
福
禄
寿 

 
 
 
 
 

三
木 

ね
む
げ
な
る 

念
仏
唱

名

し
ょ
う
み
ょ
う 

散
る
も
み
じ 

 

紫
杏 

枯
れ
葉
舞
う 

十
六
羅
漢 

毅
然
た
り 

 
 
 

宮
本 

ふ
り
返
る 

赤
山
禅
院 

燃
ゆ
る
山 

 
 
 
 

下
里 

  

  

俳
句
同
好
会
参
加
者 

 ㈱
デ
リ
ブ 

 
 
 
 
 
 

林 
 

治
吉 

 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 
 

石
崎 

陵
南 

 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 
 

宮
本
み
つ
へ 

 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 
 

下
里 

尚
信 

 

㈱
ト
モ
エ
屋 

 
 
 
 
 

星
野 

紫
杏 

 

 ゲ
ス
ト
参
加 

三
木 

一
義 

         

平
成
二
十
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
四
十
四
号
掲
載 

 



俳
句
同
好
会 

 
 
 
 
 
 

世
話
人 

石
崎
陵
南 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
六
十
一
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
八
名
に
増
員
し
吟
行
、
句
座
を
月
一
回
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
四
月
に
三
和
電
気
工
業
㈱ 

小
野
俊
一

社
長
、
十
二
月
に
山
科
電
気
工
事
㈱ 

山
科
隆
雄
社
長
に

入
会
し
て
頂
き
ま
し
て
、
平
均
年
齢
も
若
返
り
、
楽
し
い

句
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                  

  

第
百
五
十
六
回 

平
成
二
十
年
三
月
十
三
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
故 

星
野
紫
杏
さ
ん
の
追
悼
句
』
と
当
季
雑
詠 

 
 
 

吟
行
は
取
り
止
め
句
座
の
み 

句
座 

「
か
に
家
」
東
山
通
四
条
下
ル 

  
 
 
 
 
 

追
悼
句 

博
学
の
師 

立
春

は

る

を
待
た
ず
に 

忽
然
と 

 
 

三
木 

冬
の
朝 

友
の
柩

ひ
つ
ぎ

に 

軍
艦
旗 

 
 
 
 
 

 

陵
南 

訃
報
来
て 

恩
師
見
送
る 

雪
の
中 

 
 
 
 

宮
本 

料

峭

り
ょ
う
し
ょ
う

の 

訃
報
思
わ
ず 

聞
き
な
お
す 

 
 

下
里 

満
票
の 

牡
蠣

か

き

の
つ
ぶ
や
き 

絶
句
と
は 

 
 

三
木 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

薹と
う

味
噌
や 

母
の
十
八
番

お

は

こ

を 

な
つ
か
し
む 

 

下
里 

わ
ら
舟
に 
誰
の
身
代
り 

流
し
雛び

な 
 
 
 
 

三
木 

福
引
や 

当
り
て
重
し 

米
袋 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

        

  

第
百
五
十
七
回 

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
日
永
』『
春
の
夜
』『
蛤
』『
鶯
餅
』『
木
蓮
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

吟
行 

「
今
宮
神
社
」
健
康
、
家
業
繁
栄
の
ご
利
益 

句
座 

「
萬
重
」
今
出
川
大
宮
上
ル 

※ 

今
回
か
ら
小
野
俊
一
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

支
離
滅
の 

夢
に
ぐ
っ
た
り 

夜
半
の
春 

 
 

三
木 

晩
餐
の 

し
め
は
蛤 

う
し
お
汁 

 
 
 
 
 

陵
南 

乗
っ
て
舞
う 

花
び
ら
一
つ 

春
風
に 

 
 
 

宮
本 

国
境

く
に
ざ
か
い 

越
え
ば
山
里 

遅
桜 

 
 
 
 
 
 

 

陵
南 

渡
り
ゆ
く 

横
断
歩
道
も 

花
吹
雪 

 
 
 
 

下
里 

ね
る
で
な
し 

起
き
る
で
な
し
の 

遅
日
か
な 

下
里 

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ 

鶯
餅
に 

陽
を
感
ず 

 
 
 

小
野 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

万
緑
に 

包
ま
れ
一
会

い

ち

え 

地
蔵
尊 

 
 
 
 
 

三
木 

登
り
つ
め 

今
宮
宮ぐ

う

の 

楠
若
葉 

 
 
 
 
 

下
里 

    

 

平成２０年４月２２日 今宮神社にて 

 



 

第
百
五
十
八
回 

平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
（
木
） 

 
兼
題 
『
立
夏
』『
入
梅
』『
薬
の
日
』『
雨
蛙
』『
鰹
』 

 
 
 

『
岩
つ
つ
じ
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
石
峰
寺
」
伏
見
区
深
草
石
峰
寺
山
町 

 
 
 

こ
の
寺
に
隠
遁
し
た
有
名
な
画
家 

伊
藤
若
冲
が 

 
 
 

作
っ
た
羅
漢
石
仏
の
隠
れ
た
る
名
所
で
皆
さ
ん
に 

 
 
 

喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

句
座 

「
花
斗

は
な
の
し

」
京
阪
三
条
駅
東
す
ぐ 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

沓
脱

く
つ
ぬ
ぎ

に 

何
を
思
案
や 

雨
蛙 

 
 
 
 
 
 

三
木 

梅
雨
最
中

さ

な

か 

部
屋
干ぼ

し

シ
ャ
ツ
の 

数
が
ふ
え 

 
下
里 

岩
は
だ
に 

も
え
る
つ
つ
じ
や 

川
下
り 

 
 

寿
々
代 

雨
蛙 

親
の
行
方
は 

知
ら
せ
れ
ず 

 
 
 
 

三
木 

立
夏
と
は 

名
前
ば
か
り
の 

肌
寒
さ 

 
 
 

宮
本 

尼
僧
住
む 

庵
い
お
り

の
裏
に 

岩
つ
つ
じ 

 
 
 

 

陵
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

石
峰
の 

羅
漢
め
ぐ
り
て 

梅
雨
晴
れ
ま 

 
 

下
里 

ら
か
ん
さ
ん 

梅
雨
の
晴
れ
ま
で 

ニ
ッ
コ
リ
と 

宮
本 

若
冲
の 

墓
見
お
ろ
せ
り 

夏
の
京 

 
 
 
 

陵
南 

紫
陽
花
の 

か
げ
で
微
笑

ほ

ほ

え

む 

石
ぼ
と
け 

 
 

寿
々
代 

深
草
の 

里
は
あ
じ
さ
い 

石
峰
寺 

 
 
 
 

下
里 

第
百
五
十
九
回 

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
夏
』『
蚊
』『
祇
園
祭
』『
簾
』『
焼
酎
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

句
座 

「
京
新
山
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

宴
会
で 

焼
酎
ば
や
り 

メ
タ
ボ
か
な 

 
 
 

宮
本 

異
国
人

い
こ
く
び
と 

く
じ
改
め
の 

晴
れ
姿 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

ま
ぼ
ろ
し
の 

焼
酎
く
れ
し 

友
逝
け
り 

 
 

陵
南 

石
佛
の 

か
げ
で
エ
サ
待
つ 

蚊
の
集
団 

 
 

寿
々
代 

息
つ
め
て 

頬ほ
ほ

の
蚊
一
発 

打
ち
損
じ 

 
 
 

三
木 

古
簾 

つ
く
ろ
い
掛
け
る 

裏う
ら

の
窓 

 
 
 
 

下
里 

夏
本
番 

百
花
繚
乱 

発
泡
酒 

 
 
 
 
 
 

三
木 

命
綱 
張
る
屋
根
方
や 

鉾
団
扇 

 
 
 
 
 

三
木 

麻
暖
簾

の

れ

ん 
か
け
て
老
舗

し

に

せ

の 

和
菓
子
店 

 
 
 

陵
南 

焼
酎
が 

話
題
集
め
る 

遠
忌

お

ん

き

か
な 

 
 
 
 

下
里 

七
夕
に 

何
を
託
す
や 
老
い
て
な
お 

 
 
 

寿
々
代 

      

 

第
百
六
十
回 

平
成
二
十
年
九
月
二
十
五
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
残
暑
』『
木
槿
』『
地
蔵
盆
』『
秋
刀
魚
』『
野
分
』 

 
 
 

『
敬
老
の
日
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
廬
山
寺
」（
紫
式
部
邸
宅
址
） 

 
 
 

「
梨
木
神
社
」（
萩
の
名
所
） 

句
座 

「
か
に
家
」
東
山
通
四
条
下
ル
西
側 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

敬
老
日 

じ
い
さ
ん
マ
ー
ク
に 

道
ゆ
ず
り 

 

下
里 

く
れ
に
け
り 

色
も
艶
よ
し 

秋
茄
子 

 
 
 

陵
南 

会
社
来
て 

残
暑
感
じ 

疲
れ
増
す 

 
 
 
 

小
野 

ま
ど
ろ
み
と 

残
り
木
槿
の 

午
睡
か
な 

 
 

下
里 

朝
開
き 

元
気
づ
く
色 

木
槿
か
な 

 
 
 
 

小
野 

こ
と
わ
れ
ず 

席
ゆ
ず
ら
れ
し 

敬
老
日 

 
 

陵
南 

通
り
雨 

受
け
て
色
増
す 

花
木
槿 

 
 
 
 

寿
々
代 

亡
き
句
友 

教
え
て
く
れ
し 

木
槿
垣 

 
 
 

陵
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

寺
町
は 

俳
人
ば
か
り 

萩
の
風 

 
 
 
 
 

三
木 

萩
垂
る
る 

梨
の
木
の
宮 

風
凪な

い
で 

 
 
 

下
里 

白
砂
に 

式
部
を
し
の
び 

咲
く
桔
梗 

 
 
 

寿
々
代 

萩
こ
ぼ
れ 

眞
昼
の
風
の 

や
さ
し
さ
よ 

 
 

寿
々
代 

 

 



  
第
百
六
十
一
回 

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日（
火
） 

 

兼
題 
『
晩
秋
』『
冬
め
し
』『
湯
豆
腐
』『
顔
見
世
』 

 
 
 

『
落
葉
』『
山
茶
花
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
光
悦
寺
」「
源
光
庵
」「
常
照
寺
」
の
紅
葉
狩 

句
座 

「
萬
重
」
今
出
川
大
宮
上
ル
西
側 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

い
く
た
び
も 

本
重
ね
読
み 

暮
れ
の
秋 

 
 

小
野 

献
立
の 

決
ま
ら
ぬ
夕
餉 

む
か
ご
飯 

 
 
 

寿
々
代 

顔
見
世
の 

ま
ね
き
に
阿
国

お

く

に 

落
着
か
ず 

 
 

三
木 

晩
秋
や 

頼
り
頼
ら
れ 

老
二
人 

 
 
 
 
 

陵
南 

味
よ
り
も 

先
ず
色
め
で
る 

富
有
柿 

 
 
 

陵
南 

一
山
の 

紅
葉
水
面

み

な

も

を 

朱
に
染
め
る 

 
 
 

寿
々
代 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

光
悦
の 

垣
根
に
か
ら
む 

紅
も
み
じ 

 
 
 

下
里 

襌
林
の 

二
窓
に
迷
い 

暮
早
し 

 
 
 
 
 

三
木 

風
吹
い
て 

落
葉
の
乱
舞 

昼
下
が
り 

 
 
 

宮
本 

晩
秋
や 

一
鳴
き
の
鳥 

空
を
切
る 

 
 
 
 

下
里 

光
悦
の 

か
え
で
も
み
じ
の 

晴
れ
舞
台 

 
 

宮
本 

  

                               

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

 

㈱
デ
リ
ブ 

 
 
 
 
 
 

林 
 

治
吉 

 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 
 

石
崎 

陵
南 

 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 
 

宮
本 

み
つ
へ 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 
 

小
野 

俊
一 

 

俳
号
（
野
一
） 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 
 

山
科 

隆
雄 

 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 
 

下
里 

尚
信 

 

 ゲ
ス
ト
参
加 

三
木 

一
義 

 

俳
号
（
窓
外
） 

三
木 

寿
々
代 

星
野 

ア
サ 

  

平
成
二
十
一
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
四
十
六
号
掲
載 

  

 



俳
句
同
好
会 

 
 
 
 
 
 

世
話
人 

石
崎
陵
南 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
六
十
七
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
八
名
で
句
座
、
吟
行
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
一
月
の
句
会
よ
り
、
日
本
シ
ス
テ
ム
工

業
㈱
の
三
井
慧
泉
さ
ん
に
入
会
し
て
頂
き
、
又
、
十
一
月

十
二
日
の
俳
句
会
に
は
佐
伯
会
長
の
特
別
参
加
も
あ
り
、

楽
し
い
吟
行
と
句
座
に
な
り
ま
し
た
。 

 

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                  

  

第
百
六
十
二
回 

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
八
日（
水
） 

 

兼
題 

『
障
子
』『
万
両
』『
鴨
』『
河
豚
』『
煮
凝
』 

『
冴
ゆ
る
（
月
、
星 

等
）』『
マ
ス
ク
』 

『
年
末
年
始
季
語
全
般
』 

句
座 

「
京
新
山
」
川
端
通
り
四
条
上
ル
東
入 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

満
票
の
牡
蠣
の
つ
ぶ
や
き
一
年
は
や 

 
     

窓
外 

河
豚
鍋
に
ブ
ー
ツ
が
並
ぶ
出
会
か
な 

 
 
 

 

寿
々
代 

若
水
や
天
地
静
寂

し

じ

ま

の
澄
み
わ
た
る 

 
 
 
 

 

慧
泉 

障
子
張
る
妻
の
背
中
の
丸
さ
か
な 

 
 
 
 

 

陵
南 

十
八
番
み
な
軍
歌
な
り
年
忘
れ 

 
 
 
 
 

 

窓
外 

た
づ
ね
来
て
弥
陀
仏
か
く
す
白
障
子 

 
 
 

 

下
里 

昼
酒
に
鯛
の
煮
凝
妻
不
在 

 
 
 
 
 
 
 

 

陵
南 

大
皿
に
透
け
し
て
っ
さ
や
女
の
陣 

 
 
 

  

窓
外 

万
両
の
朱あ

か

よ
み
が
え
る
苔
の
う
え 

 
 
 
 

 

寿
々
代 

月
冴
ゆ
る
か
か
る
雲
間
に
急
ぎ
足 

 
 
 
 

 

野
一 

河
豚
鍋
や
先ま

ず
長
老
が
箸
を
つ
け 

 
 
 
 

 

陵
南 

木
漏
れ
日
の
あ
た
り
に
古
き
障
子
あ
り  

 
 

爽
風 

ス
ッ
ピ
ン
で
マ
ス
ク
で
変
る
美
人
顔  

 
 
 

宮
本 

雑
煮
箸
皹ひ

び

濃
く
は
し
る
夫
婦
椀 

  
 
 
 
 

窓
外 

着
ぶ
く
れ
て
一
息
入
れ
る
散
歩
か
な 

 
 
 
 

陵
南 

順
番
を
目
で
あ
ら
そ
う
や
マ
ス
ク
顔 

 
 
 
 

下
里 

冬
の
句
座
厳
し
き
評
の
師
を
偲
ぶ 

 
 
 
 
 

綾
南 

羽
根
つ
き
も
凧
も
み
ら
れ
ぬ
今
朝
の
新
春

は

る 
 
 

寿
々
代 

猫
や
ぶ
る
障
子
張
替
え
春
を
待
つ 

 
 
 
 
 

宮
本 

宛
名
書
く
過
ぎ
し
思
い
が
年
賀
状 

 
 
 
 
 

下
里 

千
年
の
古
都
の
流
れ
や
鴨
遊
ぶ 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

マ
ス
ク
と
り
互
に
か
わ
す
京
こ
と
ば 

 
 
 
 

綾
南 

        

第
百
六
十
三
回 

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日（
火
） 

 

兼
題 

『
啓
蟄
』『
水
温
む
』『
比
良
八
荒
』『
春
場
所
』 

『
梅
』『
田
楽

で
ん
が
く

』『
蕗ふ

き

の
薹と

う

』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
知
恩
寺
」 

今
出
川
通
り
東
山
東(

百
万
遍) 

僧
空
円
が
疫
病
流
行
の
と
き
百
万
遍
念
仏
を
唱
え
た
。 

「
白
峯
神
社
」
今
出
川
通
り
堀
川
東 

プ
ロ
選
手
も
参
拝
す
る
球
技
の
神
様
。 

句
座 

「
萬
重
」
大
宮
今
出
川
東 

 

平成２１年１１月１２日 圓通寺にて 



 
 
 
 
 
 

兼
題
句 

蕗
の
薹
し
か
と
見
と
ど
け
露
天
風
呂 

 
   

宮
本 

相
乗
り
の
人
力
車
行
く
春
の
道 

 
 
 
 

  

陵
南 

こ
の
道
の
果
て
に
老
い
あ
り
春
の
雪 

 
 

  

慧
泉 

水
ぬ
る
み
禁
止
の
池
に
大
公
望 

 
 
 
 

  

下
里 

啓
蟄
や
垣
根
超
え
く
る
笑
い
声 

 
 
 
 

  

窓
外 

水
温
む
河
原
に
鷺
の
二
歩
三
歩 

 
 
 
 

  

陵
南 

爺じ
じ

媼ば
ば

に
何
度
も
見
せ
る
ラ
ン
ド
セ
ル 

 
 

  

爽
風 

梅
咲
き
て
鳥
そ
れ
ぞ
れ
に
日
向
ぼ
こ 

 
 

  
野
一 

京
料
理
箸
を
つ
け
ま
す
蕗
の
薹 

 
 
 
 

  

宮
本 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

知
恩
寺
に
心
安
ら
ぐ
春
見
つ
け 

 
 
 
 

  

宮
本 

百
万
遍
念
仏
唱
え
し
春
の
寺 

 
 
 
 
 

  

綾
南 

          

 

第
百
六
十
四
回 

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日（
木
） 

 

兼
題 

『
桜
』『

囀
さ
え
ず
り

』『
筍
』『
烏
賊
』『
薫
風
』
と 

 
 
 

 

当
季
雑
詠 

吟
行 

「
京
都
市
立 

深
草
墓
園
」
深
草
石
峰
町 

 
 
 

竹
や
松
林
が
風
に
ゆ
れ
る
静
か
な
所
で
、 

 
 
 

故 

星
野
紫
杏
さ
ん
が
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 

「
宝
塔
寺(

極
楽
寺)

」
伏
見
区
深
草
宝
塔
寺
山
町 

 
 
 

深
草
石
峰
寺
の
南
の
、
京
都
市
内
最
古
の
多
宝
塔
と

源
氏
物
語
ゆ
か
り
の
寺
で
有
名
。 

句
座 

「
清
和
荘
」
伏
見
区
深
草
越
後
屋
敷 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

ど
こ
に
行
く
乗
っ
て
み
た
い
な
花
筏 

 
   

宮
本 

裏
山
の
若
竹
ぽ
と
り
皮
を
ぬ
ぎ 

 
 
 
 

  

窓
外 

鳰に
ほ

潜か
ず

き
経
て
浮
び
居
る
春
の
湖う

み 
 
 
 
 

  

慧
泉 

囀
り
を
残
し
て
駅
舎
離
れ
け
り 

 
 
 

   

慧
泉 

烏
賊
釣
り
の
船
あ
わ
た
だ
し
薄
暮
か
な 

 
  

寿
々
代 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

多
宝
塔
春
の
ひ
ざ
し
に
り
ん
と
建た

つ 
 
 

  

宮
本 

風
薫
る
時
の
色
聞
け
多
宝
塔 

 
 
 
 
 

  

慧
泉 

深
草
の
若
葉
の
墓
園
に
逝
き
給
う 

 
 

   
綾
南 

第
百
六
十
五
回 

平
成
二
十
一
年
六
月
十
八
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
梅
雨
』『
新
緑
』『
薔
薇
』『
衣
更
え
』『
風
鈴
』 

『
蛍
』『
汗
』『
夏
の
料
理
全
般
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
京
都
府
立
植
物
園
」 

句
座 

「
喜
久
屋
駒
井
」 

東
山
区
宮
川
筋
四
丁
目 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

汗
流
し
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
見
栄
を
切
る 

 
 
 

宮
本 

風
鈴
を
鳴
ら
し
た
風
が
ほ
ほ
な
で
る 

 
 
 
 

野
一 

西
日
受
け
水
面

み

な

も

輝
く
夏
の
川  

 
 
 
 
 
 

 

綾
南 

雨
が
さ
を
日
が
さ
に
か
え
る
梅
雨
晴
間 

 
 
 

寿
々
代 

竹
林
の
静
寂

し

じ

ま

切
り
裂
き
梅
雨
の
雷 

 
 
 
 
 

窓
外 

風
鈴
は
我
が
家
の
風
の
通
り
道 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

風
鈴
の
音
追
ひ
か
け
て
通
り
雨 

 
 
 
 
 
 

慧
泉 

衣
更
え
口
紅
ひ
く
も
一
人
か
な 

 
 
 
 
 
 

寿
々
代 

老
い
て
尚
は
な
や
ぐ
心
衣
更
え 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

旅は
た

籠ご

継
ぐ
後
家

ご

け

の
腕
前
鱧
料
理 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

風
鈴
と
共
に
待
つ
身
の
風
ほ
し
さ 

 
 
 
 
 

宮
本 

衣
更
え
捨
て
ら
れ
な
く
て
箱
の
す
み 

 
 
 
 

寿
々
代 

 
 
 
 
 
 

吟
行
句 

新
緑
の
木
漏
れ
日
に
聞
く
鳥
の
声 

 
 
 
 
 

野
一 

人
生
も
薔
薇
も
い
ろ
い
ろ
植
物
園 

 
 
 
 
 

綾
南 



 

第
百
六
十
六
回 

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日（
火
） 

 
兼
題 
『
残
暑
』『
赤
蜻
蛉
』『
菊
』『
秋
鯖
』
と 

当
季
雑
詠 

吟
行 

 

花
園
「
法
金
剛
院
」（
通
称 

花
の
寺
・
蓮
の
寺
） 

句
座 

「
萬
重
」
大
宮
今
出
川
東 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

天
地
人
三
本
仕
立
て
の
菊
愛め

で
る 

 
 
 
 

 

爽
風 

紅
萩
の
撓た

わ

み
て
門
灯
隠
し
け
り 

 
 

  
 
 

綾
南 

赤
ト
ン
ボ
葉
裏
に
今
日
の
羽
根
た
た
む  

 
 

窓
外 

風
あ
お
り
野
菊
一
輪
山
日
和 

 
 

  
 
 
 

野
一 

赤
蜻
蛉
し
ば
し
我
が
身
を

弄
も
て
あ
そ

べ  
 
 
 
 

慧
泉 

人
気
な
き
路
地
の
地
蔵
に
露
宿
る 

 
  

 
 

綾
南 

吾わ
れ

亦も

紅こ
う

お
し
ゃ
べ
り
つ
き
ぬ
二
人
連
れ 

 
 

 

寿
々
代 

風
抜
け
る
廊
下
に
そ
っ
と
菊
一
厘 

  
 
 
 

爽
風 

野
菊
挿
す
小
さ
き
花
器

う

つ

わ

選
ぶ
朝 
  

 
 
 
 

寿
々
代 

朝
露
に
光
り
放
つ
や
萩
の
花 

  
 
 
 
 
 

宮
本 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

弥
陀
池
に
己わ

が
身
を
折
り
て
破
れ
蓮 

  
 
 

慧
泉 

水
枯
る
る
青
女

せ
い
じ
ょ

の
滝
に
水
引
草 

  
 
 
 
 

綾
南 

夏
が
れ
の
院
の
弥
陀
仏
花
の
寺  

 
 
 
 
 

下
里 

 

第
百
六
十
七
回 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日（
木
） 

 

兼
題 

『
秋
思

し
ゅ
う
し

』『
虫
』『
時
代
祭
』『
野
分
』 

『
道
＋
季
語
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

「
圓
通
寺
」
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町 

 
 
 

比
叡
山
を
借
景
と
し
た
枯
山
水
式
の
庭
園
で
紅
葉 

が
素
晴
ら
し
く
、
秋
の
庭
園
観
賞
と
し
て
は
皆
様
に

お
す
す
め
し
ま
す
。 

句
座 

「
京
新
山
」
川
端
通
り
四
条
上
ル
東
入 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

列
島
を
呑
み
こ
ん
で
ゆ
く
野
分
け
か
な 

 
 
 

爽
風 

空あ
き

座
席
目
で
勝
負
す
る
マ
ス
ク
顔 

 
 
 
 
 

下
里 

帰
り
き
て
阿
修
羅
し
ば
し
の
秋
思
な
る 

 
 
 

窓
外 

高
き
天そ

ら

勤
王
隊
の
笛
進
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

爽
風 

柿
の
実
を
少
し
残
し
て
鳥
回
向

え

こ

う 
 
 
 
 
 
 

下
里 

峽か
い

の
空
秋
思
に
お
は
す
や
石
仏 

 
 
 
 
 
 

窓
外 

免
許
証
返
す
か
八
十

や

そ

路じ

秋
思
か
な 

 
 
 
 
 

綾
南 

む
か
ご
有
り
無
人
売
場
の
片
隅
に 

 
 
 
 
 

寿
々
代 

風
仕
業

し

わ

ざ

枯
葉
舞
う
々ま

う

並
木
道 

 
 
 
 
 
 
 

宮
本 

闇
量
か
る
汝う

ぬ

等
も
命
よ
虫
の
声 

 
 
 
 
 
 

慧
泉 

秋
晴
れ
や
歴
史
絵
巻
の
列
続
く 

 
 
 
 
 
 

綾
南 

屋
台
店
早
仕
舞
い
す
る
野
分
け
か
な 

 
 
 

 

野
一 

散
る
紅
葉
掃
か
ず
眺
め
る
思
い
や
り 

  
 
 

寿
々
代 

軋き

し
み
戸
の
動
き
を
ゆ
る
り
虫
の
声 

  
 
 

下
里 

若
き
日
に
妻
と
歩
き
し
す
す
き
道 

 
 
 
 

 

爽
風 

鯖
街
道
大
原
女
い
そ
ぐ
野
分
か
な 

 
 
 
 

 

綾
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

あ
か
も
み
じ
す
き
ま
に
み
え
る
比
叡
山 

 
 

 

佐
伯 

紅
葉
さ
す
木
漏
れ
日
ゆ
れ
て
燃
ゆ
る
苔  

 
 

爽
風 

わ
け
入
り
て
圓
通
寺
道
紅べ

に

も
み
じ 

  
 
 
 

下
里 

借
景
を
詠よ

み
こ
む
一
句
秋
深
む 

 
 

  
 
 

窓
外 

比
叡
背
に
紅
葉

く
れ
な
い

は
ゆ
る
離
宮
跡 

 
 
 
 
 

 

寿
々
代 

枯
山
水
紅
葉
ご
し
見
る
比
叡
山 

 
 

  
 
 

綾
南 

苔
青
く
紅
葉
さ
え
る
圓
通
寺 

 
 

  
 
 
 

宮
本 

眞
向
い
に
比
叡
の
山
置
き
紅
葉
狩  

 
 
 
 

窓
外 

         



 
追
記 

 
二
十
三
年
前
に
発
足
し
た
こ
の
句
会
に
第
一
回
よ
り
入

会
さ
せ
て
頂
き
、
十
年
前
か
ら
世
話
人
を
長
ら
く
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
八
十
歳
を
超
え
る
高
齢
と
な
り
、
世
話

人
を
引
退
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
回
よ
り
小
野
前
会
長
と
、三
井 

慧
泉
さ
ん
に
世
話
を

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

俳
句
を
勉
強
し
た
お
か
げ
で
、
呆
け
る
事
な
く
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
会
員
と
し
て
出
席
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

石
崎 

綾
南 

                   

                               

俳
句
同
好
会
参
加
者 

 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 

宮
本 

み
つ
へ 

三
和
電
気
工
業
㈱ 

 
 

小
野 

俊
一(

野
一) 

山
科
電
気
工
事
㈱ 

 
 

山
科 

隆
雄（
爽
風
） 

日
本
シ
ス
テ
ム
工
業
㈱ 

三
井
喜
代
治
（
慧
泉
） 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 

石
崎 

一
郎
（
陵
南
） 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 

下
里 

尚
信 

  
 
 
 

特
別
参
加 

東
邦
電
気
産
業
㈱ 

 
 

佐
伯 

希
彦 

 

ゲ
ス
ト
参
加 

三
木 

一
義 

（
窓
外
） 

三
木 

寿
々
代 

星
野 

ア
サ 

 

  

平
成
二
十
二
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
四
十
九
号
掲
載 

 


